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平 成 最 後 の提 灯 行 列

平成31年 4月 30日 の平成最後の日。「ありがとう平

成 よろしく令不0」 提灯行列と手筒花火で祝う会が催

されました。午後 6時、出発地点の陣屋前広場には

主催者側が想定していたより多くの方 (約 1,500人 )が

集まりました。陣屋前を出発し、古い町並みを通って、

宮川弥生橋 。宮前橋までの約15キ ロを歩きました。

新元号発表時に菅官房長官が掲げた「令和」を書

かれた方は茂住修身氏で飛騨市古川町の出身で魂

飛騨と令不0に は意外なつながりがあって驚いていま魂

主催/飛騨・高山観光コンベンション協会

第15号 〔1〕

ヨ
ー
ロ
ッ
。ハ
の
夏
休
み

・
バ
カ
ン

ス
は
長
く
、
日
本
の
林
間
学
校
の

よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
親
元
を
離

れ
て
、
子
ど
も
達
は
集
団
生
活
を

し
て
過
ご
す
。

ス
イ
ス
で
は
国
連
な
ど
の
国
際
機
関
が
あ

り
、
外
国
人
が
家
族
連
れ
で
沢
山
住
ん
で
い

る
。
あ
る
コ
ヨ
一―
で
は
、
わ
ざ
と
イ
ン
ド
、
ア

メ
リ
カ
、
中
国
、
日
本
な
ど
言
葉
の
違
う
子

ど
も
の
グ
ル
ー
プ
を
作
る
。

そ
し
て
少
し
の
金
と
地
図
を
持
た
せ
て
山

に
連
れ
て
行
き
、
一
週
間
で
下
の
麓
の
町
ま

で
戻
っ
て
来
い
と
言
う
。

子
ど
も
達
は
教
会
や
牧
場
を
訪
ね
、
泊

ま
る
所
を
探
し
、
働
い
て
食
事
し
、
苦
労
し

て
戻
っ
て
来
る
。
勿
論
大
人
た
ち
は
遠
く
か

ら
そ
っ
と
見
守
っ
て
い
る
。

猛
烈
社
員
が
海
外
で
活
躍
し
た
頃
は
、
日

本
人
の
子
ど
も
は
持
た
せ
た
金
よ
り
多
く
稼

い
で
下
り
て
来
た
子
も
い
た
と
い
う
。

「
可
愛
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
よ
」

欲
し
い
も
の
を
全
て
与
え
る
よ
り
、
足
り
な

い
も
の
を
自
分
で
探
し
、
求
め
さ
せ
る
。
他

人
と
仲
良
く
し
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
学

び
、
た
く
ま
し
く
な
っ
て
い
く
。

真
の
国
際
化
と
は
何
か
。
外
国
人
が
多

く
な
っ
た
高
山
で
朝
市
の
オ
バ
さ
ん
は
「
赤

カ
ブ
は
チ
ュ
ー
｝ラ
プ
。
花
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

で
は
な
い
ヨ
」
な
ど
と
や
っ
て
い
る
。
た
く

ま
し
く
立
派
。
　
　
　
　
　
（中
林
利
数
）
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み
な
み
ま
ち
づ
く
り
協
議
套

長

黒

田

久
美
子

元
気
で
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
頑

張
れ
る
生
活
を
し
て
ほ
し
い
。
昔

の
様
に
隣
近
所
お
互
い
助
け
合
う

生
活
を
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め

に
は
背
伸
び
を
せ
ず
、
助
け
て
欲

し
い
時
は
声
を
出
し
、
聴
こ
え
た

人
は
手
を
差
し
出
し
助
け
る
。
そ

ん
な
温
か
い
地
域
を
私
は
造
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
協
は
、
講
座
や
行
事
を
行

う
だ
け
で
な
く
い
ろ
い
ろ
な
角
度

か
ら
地
域
を
守
り
造
り
あ
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
自
分
の
出
来
る

限
り
の
力
を
出
し
な
が
ら
ま
と
め

て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

今
年

で
ま

ち
協
五
年
目
、

私
は
会
長
と

し
て
四
年
目
、

い
よ
い
よ
最
終
年
度
を
迎
え
ま
し

た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
三
年
間
。

ま
ず
は
地
域
の
皆
様
に
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
周
知
で
き
る
か
試
行

錯
誤
の
日
々
で
し
た
。
町
内
か
ら

は
役
の
負
担
が
多
く
な
り
大
変
と

の
声
も
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
、

今
後
ま
ち
協

へ
の
人
員
を
出
せ
な

く
な
る
と
い
う
切
実
な
相
談
に
町

一一
一
一
一一　
　
地
域
づ
く
り
部
長

．●

一

．
　

河

含

博

昭

一●
．
　

　

み
な
み
ま
ち
協
の

該
当
町
内
は
、
二
十
町
内
あ
り
ま

す
。
し
か
し
町
内
世
帯
数
の
規
模

に
は
大
き
な
差
が
あ
り
、
特
に
上

岡
本
町
は

一
町
内
で
全
体
の
四
十

五
％
を
占
め
ま
す
。

「情
報
提
供
」
は
み
な
さ
ん
の

周
り
に
あ
る
生
活
道
路
や
側
溝
の

補
修
情
報
に
基
づ
き
現
場
確
認

し
、
市
よ
り
補
修
見
積
を
い
た
だ

き
、
当
該
町
内
会
長
と
協
議
の
も

内
会
長
さ
ん
も
い
ら
っ
し
や
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
令
和
の
時
代
に

今
年
度
の
ま
ち
協
が
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

地
域
は
地
域
の
皆
さ
ん
と
手
を

つ
な
ぎ
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
い
つ
災
害
が
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
現
代
、
地
域
を
皆

で
守
る
た
め
の
防
災
を
学
び
ま

す
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
為

に

一
人
で
も
多
く
の
方
に
学
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
年
々
高
齢
化
が
進
む
今
、

と
、
本
年
度

の
割
当
予
算

・　
千
三
百
万
円
を
各
町
内
の

一
　

補
修
物
件
に
割
当
て
ま
す
。

・
・

こ
の
割
当
に
前
出
の
世
帯
数

一
・　
割
合
が
考
慮
さ
れ
ま
す
。

―
　
　
「町
内
活
動
支
援
」
に
つ

●

　̈
い
て
も
、
本
年
度
予
算
枠
の

■
・　
千
四
百
五
十
万
円
を
、
各
町

一
一
　
内
の
世
帯
数
に
応
じ
た
上

一
・

限
支
援
限
度
額
を
設
定
し

て
、
実
施
し
た
町
内
活
動

一　

費
の
二
十
％
を
支
援
し
ま

・
　

す
。
（原
則
と
し
て
酒
代
は

対
象
外
と
し
ま
す
。）

生活道路や側溝の補修など市への要望
を取りまとめて市との調整を行つています。

町内会活動へ経済的支援として補助
金を交付しています。

防災 につ いての講習 会や ワー ク
ショップを開催しています。

全市一斉清掃の働きかけを実施

(春 ・夏・秋 年 3回実施 )

各町内にある外灯電気使用量を補助
しています。
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十
難
驚
埒
祓
識
艤
朧
軸
囀
嚇
ザ
」

防
災
委
員
長

竹

腰

幸

夫

こ
れ
ま

轟一榛織一・　
一̈
中一

業

の
け
ん

引
役
を
さ
れ
た
深
尾
稔
さ
ん

が
急
逝
さ
れ
、
志
半
で
倒
れ
ら

れ
た
事
、
大
変
残
念
な
思
い
で

い
ま
す
。
そ
の
跡
を
継
い
で
防

災
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。

私
が
防
災
士
を
目
指
し
た

の
は
町
内
会
役
員
の
時
に
災

害
図
上
訓
練
（Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
の
演
習

に
参
加
し
た
事
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
当
時
地
域
の
見
守
り
活

動
も
行
っ
て
い
て
災
害
時
に
高

齢
者
を
い
か
に
避
難
さ
せ
る
か

が
課
題
で
し
た
。
ま
た
、
我
が

家
を
み
た
時
に
高
齢

の
母
親

を
介
護
し
、
庭
に
は
老
犬
の
親

子
が
寝
転
が
り
、
災
害
が
起
き

て
も
家
族
を
連
れ
て
の
避
難

が
、
と
て
も
で
き
な
い
？
そ
ん

な
状
況
で
し
た
。

防
災
士
と
な
る
た
め
岐
阜

の
講
習
会
場

へ
通
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
高
山
で
防
災
士

の
講
習

・
試
験
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
そ
の
結
果
男
女
多
数
の
方
々

が
防
災
士
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
も
十

一
月
に
講
習
会
が

あ
り
ま
す
。
貴
方
も
挑
戦
さ
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

今
年
度
の
防
災
事
業
は
、
第

一
弾
は
六
月
十
七
日
に
南
小
学

校
防
災
教
室
と
し
て

「大
雨
の

日
は
ど
う
す
る
の
？
教
え
て
―

村
岡
先
生
―
」
ク
イ
ズ
形
式
で

問
い
か
け
る
村
岡
先
生

（岐
大
）

の
講
演
会
で
す
。
第
二
弾
は
七

月
十
五
日
（海
の
日
）
に
災
害
図

上
訓
練
（Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
を
文
化
会
館

三
階
講
堂
で
開
催
し
ま
す
。
昨

年
の
大
雨
を
踏
ま
え
各
地
域
の

危
険
性
、
避
難
施
設
の
確
認
や

避
難
手
順
と
準
備
の
作
戦
を
考

え
る
村
岡
先
生
の
防
災
ワ
ー
ク

シ
ョ
ツ
プ

で
す
。
Ｄ
Ｉ
Ｇ
に
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
防
災
組

織
の
活
動
に
生
か
し
て
い
た
だ

く
取
組
と
し
ま
す
。

第
二
弾
は
十

一
月
に
予
定
し

て
い
ま
す
。
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躊
礫
心
鯰
鼈
鰊
軋
ぽ
蝙
り
や
熙

社
会
教
育
部
長

一爆
藤
　
伸

子

い
つ
も
講
座

・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
た

く
さ
ん
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
は

「パ
ソ
コ
ン

小
技
教
室
」
を
新
た
に
開
講
し
ま
す
。

町
内
会
の
事
務
で
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー
ド

を
使
っ
て
い
る
が
、
も
う
少
し
要
領
よ
く

使
い
こ
な
し
た
い
と
い
う
方
の
た
め
に
、

小
技
を
紹
介
す
る
教
室
を
開
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
開
講
し
好
評
だ

っ
た

「ほ
ろ
酔
い
日
本
酒
講
座
」
「陣
屋
め

ぐ
り
」
「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
講
座
」
「寄

せ
植
え
講
座
」
は
今
年
も
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

年
間
の
開
催
予

定
を
参
考
に
、
ス

ポ
ー
ツ
で
体
を
動

か
し
、
手
作
り
の

作
品
を
楽
し
み
、

地
元
の
文
化
財
を

見
学
し
、
ソ
ム
リ

エ
の
楽
し
い
お
話

を
聞
き
な
が
ら
日

本
酒
や
ワ
イ
ン
を

味
わ
い
、
あ
ん
じ

ん

。
あ
ん
ぜ
ん
に

③
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

ふ
れ
あ
い
文
化
祭
で
開
催
予
定
で
す
。

不
用
品
の
ご
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
古
布

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
回
収

収
集
し
た
古
布
は
裁
断
と
整
理
を
行

い
、
老
人
介
護
施
設
へ
寄
付
し
ま
す
。

ペ
ツ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
は

「世
界

の
子
ど
も
達
ヘ
ワ
ク
チ
ン
を
日
本
委

員
〈
ご

へ
送
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
全
て
皆
様
の
思

い
や
り
を
集
め
て
実
行
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
祉
部
長

塚

田

さ
ち
子

摩
嚇
臨け̈
攀八
』

じ
め
て
の
事
ば
か
り

で
、
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

福
祉
部
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
、
上

岡
本
町
女
性
部
代
表
、
地
域
見
守
り
推

進
員
の
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
次
の
事
業
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

①
南
地
区
敬
老
会

敬
老
の
日

（九
月
十
六
日
）
に
グ
リ
ー

ン
ホ
テ
ル
で
開
催
。
南
地
区
在
住
の

七
十
五
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

②

一
円
玉
募
金

年
に
二
回
各
町
内
会
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
募
集
し
、
年
末
に
寄
付
し

ま
す
。

過
ご
す
た
め
に
語
り
合
い
、
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
回
覧
板
に
チ
ラ
シ
が
入
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
。
事
務
局

へ
も
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

一
　
　
　
　
青
少
年
部
長

田

中

　

育

弘

．・　
　
今
年
度
は
別
表
の
事
業
を
主
体
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た

「乗
鞍
親
子
日

帰
リ
バ
ス
ハ
イ
ク
」
は
八
月
十

一
日

（山
の

日
　
祝
日
）
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
一局
山
市

の
象
徴
と
も
言
え
る
乗
鞍
岳
で
す
が
、
近
年

は
環
境
保
護
の
た
め
マ
イ
カ
ー
規
制
と
な
り

子
ど
も
達
は
行
っ
た
事
が
な
い
の
が
現
状
で

す
。
素
晴
ら
し
い
自
然
を
体
験
し
て
も
ら
え

な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
か
ら
企
画
し
ま

し
た
。
本
年
度
は
参
加
者
の
範
囲
を
広
げ
、

町
内
会
の
子
ど
も
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

も
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
参
加
者
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
も
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

月

　

月

6月

|:::11,`::`:|:;:'I::1曇
7月 119日 |ク ラフトテープかごバッグ講座

8月 19日 |ほろ酔い日本酒講座

121日 1パ ソコン小技教室

:,月I`11:′ |ヽ'ヽウラム請
=IIIIII10月 12日 1寄せ植え講座

16日 IS、れあい文化祭

|  1陣屋めぐり講座

|  1松倉山ウォーキング

|  1旦担区含国不ポ
=ツ

本合
|  1親子花もち作り教室

|  1薪暮ウイジ藷産

|  |みなみボウリング大会

11日
乗鞍親

貢巳煽ど
バ
発)(g予0

6日  みな軽』穫豪聖‡う1つショップ)

子 ども会 リーダー育成研修会

6月 ～9月 の第 1・ 3土曜日

5月 ～ 8月 の土曜日(月 1回 )

9月 ～ 1月 の土曜日(月 ¬回)

5月 ～12月 の土曜日(14回 )

10月

3月

撞畿教育郡 撃蛉馨鑢予筵
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運

営

委

一員

役  職 氏  名 町 内 会

長 黒 田 久美子 上岡本町
●
田 長 三 枝 祥 一 八軒町 1

百
田 長 岩 島 秀 喜 西 町

都 竹 良 雄 上岡本田I

地 域 づ くり部 長 河 合 博 昭 B召不□町 1

防 災 委 員 長 竹 腰 幸 夫 乏ヨ田]

広  報  部  長 神 田   彰 名田町5

社 会 教 育 部 長 遠 藤 伸 子 上岡本町

青 少 年 部 長 田 中 育 宏 上岡本町

福  祉  部  長 塚 田 さち子 Zコ 田]

事 務 局 長 宮 岡   宏 松原町
臣を

事 蒲   敏 夫 緑ヶ丘町 2
眸

事 石 上   寛 天満町4

連 合 町 内 会 会 長 丸 谷 和 俊 上岡本町

連 合 BI内 会 保 谷 卓 也 八軒町 1

連 合 町 内 会 森 下   誠 緑ヶ丘町2

連 合 町 内 会 宝 田 延 彦 天満町56

連 合 町 内 会 大 塚   敦 花里町5

連

ロ

町

内

会

長

会

役  職 氏  名 町 内 会

長 丸 谷 不0 俊 上岡本町

副会長 (庶  務 ) 森 下   誠 緑ヶ丘田丁2

副会長 (一般会計 ) 保 谷 卓 也 八軒 B11

会 計 監 査 宝 田 延 彦 天満田丁5・ 6

会 計 監 査 大 塚   敦 花里町5

中 島 重 雄 川原町

中 村 健 史 西 町

切 手 博 之 八軒町2

力0藤 幸 一 八軒町南

河 本 敏 明 本町 1

垣 内 博 昭 名田町5

木戸脇 辰 一 花里町6

斎 藤   章 名田町4

吉 田 幸 泰 天満町4

島   良 明 花里 B14

上 屋 修 一 B召和町 1

中 川 俊 幸 昭栄町

田 中 英 夫 中岡本 BI

津 田 尚 華 緑ヶ丘町 1

丼 上 紀 男 松原町

理

事

団 体・役 職 氏  名 町 内 会

スポーツ推進委員 畑 中 良 宏 上岡本町

青少年育成推進員 塩 谷 政 幸 上岡本町

民 生 児 童 委 員 吉 野 忠 男 上岡本町

地域見守り推進員 飯 山 碩 志 川原町

長 寿 会 長 会 牛 丸 英 夫 上岡本町

南小学校 校 長 矢 嶋 美智昭

南小学校 育友会 平 塚 武 彦 名田町4

市
担
当
職
員

役  職 氏  名 町 内 会

まちづくり担当職員 松 丼 ゆう子 生涯学習課

まちづくり担当職員 山 田 寛 臣 市都市政策部

支 援 職 員 石 原 崇 善 市協働推進課

南
地
区
連
合
町
内
会

南
地
区
連
合
町
内
会
役
員

防
災
委
員
長

△本
　
長

　

地
域
づ
く
り
部
長

副
会
長
　
一
社
会
教
育
部
長

一

△ム

計

　

圭円
少

年

部

長

事
奮

長

福

祉

部

長

監

事

広

報

部

長

市
担
当
職
員

みなみまちづくり協議会

総 会

理事会

運営委員会  
理 事

事業参カロ    連 携

町

内

会

代

表

町
内
自
主
防
災
代
表

ま
ち
づ
く
り
委
員

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

長
寿
会
長
会

子
ど
も
会
育
成
委
員

青
少
年
育
成
推
進
委
員

南
小
学
校

南
小
学
校
育
友
会

ま
ち
づ
く
り
委
員

地
域
見
守
り
推
進
員

南
地
区
民
生
児
童

委
員
協
議
会

ま
ち
づ
く
り
委
員

松
倉
中
学
校

松
倉
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

松
倉
育
み
の
会

高
山
市

社
会
福
祉
協
議
会

苔
川
を
美
し
く
す
る
会

省́
フ
ン
テ
ィ
ア
隊

連 携

南地区

事
務
局

役  職 氏  名

事 務 局 長 宮 岡   宏 松原町

事 務 局 員 田 中 京 子 江名子町

事 務 局 員 神 田   彰 名田B15

部

口員

(町内会長。自主防災委員 )

(まちづ<り 委員 )

(まちづくり委員・スポーツ推進委員・長寿会長 )

(子ども会育成委員 。青少年育成推進委員・

南小学校長・南小学校育友会長・南地区主任児童員 )

(まちづくり委員・地域見守り推進員。上岡本町女性部代表)

全住民
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_ダ‐・‐プ

……♂ __ンダ
イ

高山警察署の方から管内で発生した交通

事故の原因や運転時の注意事項について教

えていただきました。

「マッキー&の りかJが元気で安心。安全に

生きる方法を飛騨弁まるだしの寸濠1で笑いを

交えて演じて爆笑の連続で、楽しい時間を過

ごしました。

ン

_P/^♂ _F

10日 は約 20名、12日 は約 40名参加されました。

=秦
基纏聾難響瞳鯰不靡躙甕鯰mm鐵慇」

―

ま

ノ

曲
）
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み漑融鳳ち嘔ち輻知炸越

―

義

1臓饉輔
‐
鐵匡貯

みなみまち協では、まち協主催の事業に参加してくだ

さった方にポイントを付加し、一定数に達した方に記念

品を差し上げる「みなみまち協ポイントカー ド」を発行

します。

対象となる事業とポイント数は以下の通りです。令和

元年 6月 10日 「あんしん 。あんぜん講座」からポイント

を付加します。尚、記念品の交換は 11月 からとなります。

事 業 名 ポイント

防災講演会・ ワークショップ
■
―

教養講座・スポーツ行事
■
薔

子ども体験教室・ 日帰リバスハイグ
■

３

古布・キャップ整理処理作業
■

３

ふれあい文イヒ祭参力00作品展示提供
■

１

簿 彗 ●                                 撃 琴 奉警
=華

婆 簿 饗 暉 華 諄 警 藤 詳 難 犠 覆 靭 翻 譲 欝 騨 警 纏 雛 麟 織 畿 鐵 鐵

氏名 :. TEL:.

みなみまち協だよりの巻頭を飾る「南地区の風景」にお奨め

の風景、街角、施設などを教えてください。広報部が撮影 と取

材に伺います。

連絡をとる為に以下の項目をお知 らせください。

③氏名、電話・携帯番号、町内会名

◎対象となる風景の題名 (例 :〇〇の桜 )

◎場所 (例 :〇〇町のどこそこ)

◎撮影に適した時期 (伊』:春、何月 )

◎撮影時のこだわり (伊』:日 差しの関係で午前中がいいとか )

◎人物が特定できる場合は、その方に掲載の許可を受けてください。

③写真でも画像データでも OK、 写真はスキャナで読み込みます。

◎状況によリトリミングなどの加工を行う場合があります。

◎郵送やメール、まち協事務局へ直接持参でも結構です。

③応募の際は、連絡をとる為に以下の項目をお知らせください。

◎氏名、電話 。携帯番号、町内会名、掲載する時のベンネーム

:              轟 轟           奉 鞣                             輔

おもて面

20■すムなとまぢ協

「

1:|》F

うら面

け り け り 響
鸞 醤 鬱 楊 醤

10ポ イントたまつたら、まち協事務局まで持0して

ください。11月 から景品と交換できます。.

有効期限:2020年 3月末.

みなみまらつくり朧 含t_3057734・ 0114.

|

地域の出来事、活動、スポッ

ト、季節の様子、作品など紹介

したい写真をお寄せください。

まち協だよりの新コーナー

やブログで紹介します。
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http//minamacttkyQsakuranttp     漑

轟 簸 鑢 畿 隕 簿 暴 縫 壼 鑽 攀 錢 舞 簿 響 攀 響 議 鐘 鐸 攀 響 難 事 零 輩 毒 轟 饉 攀 轟 饉 轟 羹 韓 蒙 黎 苺
=事

秦 響 攀 萎 轟 難 韓 蓋 灘 華 議 華 識 鷲 薫 蹴 繰 輩 :筆簿 筆 華 準 導 暮 獅

|

囲時 令和元年9月 16日 (月 )敬老の日

午後12時30分～

会場 高山グリーンホテル・天山の間  昨年度の敬老会

町内会未加入の方で敬老会出席を希望される方は下記事務局までご連絡ください。

※ミニみなみまち協だより7号の行事予定に、16日 (日 )と 記載 していました。お詫びして (月 )に 訂正いたします。

=ご
華
=蓬

彗 諄 鷲 攀 華 装 琴 萎 嚢 蒸 華 輩 導 鑢
=…

癖

“

■■

―

醸6圃

日時 令和元年 10月 6日 (日 )

午前11時30分～午後3時

南小学校会場

出演。出展・参加を希望される方は、下記事務局まで

ご連絡ください。

敬老会・文化祭の運営に協力いただけるボランティアを募つております。
(※詳細は下記の事務局まで)

==書=警
姜
====菫=デ

聾華薯美ま霧議灘露路霧肇■職華華曇撃
=薫

爆
=憲

彗
=磯

露ま
=曇

義嚢華曇■讐曇嚢雲
=撃

ざ警幸 ■警 警 1警
=‐

1‐

・・
1・■■1■■■■■.■■■■|=■■■

=■
■■■様

昨年度のみなみふれあい文化祭

「みなみまちづくり協議会」が平成27年に

創立されて 5年目を迎えようとしています。

「まちづくり」という言葉は身近に聞かれる

ようになったと思いますが、それがいったい

具体的に何を指すのか、いまひとつピンとこ

ないのが皆さんの実感ではないでしょうか。

地域の皆さんに「みなみまち協」を身近に

感じてもらう事を目的としたイベントを一緒

に考え、運営してみませんか。多くの人が楽

しめて、まちづくりというキーワードが心に

残るようなイベン ト。そんなイメージで

お申し込み・ お問しヽ合わせ 。ご連絡

膨 34-9罐 鵞 4(FAX兼用)

2020年度に5周年事業を考えています。

まずは参加して楽しかったと思える催し物

を一緒に作つてみませんか。参加してみるこ

とで、新しいつながり(出会い)が生まれます。

あなたのアイディア、得意分野などで、力を

貸して下さい。

2019年度に「みなみまち協5周年事業」の実

行委員会を立ち上げます。我と思わん方はぜ

ひ仲間になって下さい。お問合せ、お申込み

はお気軽に下記事務局まで。

けなけ畿咸づ饒鶉蠅飩晰《予聰巫》
疇平雷′■午前9腱～午後5時

@メールアドレス:齢 lnam:― machikyo購⑬h:頓 8彎akaya齢議.駐 e,j鞍
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一饒
一

みえ,在 み
.1:鶴麟:|::

輻輻 儡 勒儡
魯鷺灘

梅
雨
の
雷
わ
が
え
音
の
消
え
に
け
り

母
の
忌
や
あ
ぢ
さ
ゐ
藍
を
深
め
を
り

入
道
雲
路
面
電
車

の
た
る
町

剣
先
を
す

っ
き
り
と
生
く
花
菖
蒲

迅
び
寄
る
先

の
こ
と
な
ど
水
羊
羹

過
束
の
村
斑
模
様

の
青

口
か
な

朴
差
葉
近
り
抜
け
た
る
陣
屋
門

群
峰

へ
諄
が
配
り
ｔ
梅
雨
の
星

滴
り
の
音
の
み
聞
こ
ゆ
苔

の
十

道

の
駅
の
境
に
直
す
夏
情
子

雲
割
れ
て
行
を
染
め
た
る
夕
焼
か
な

安
藤
　
　
桂

上

口
真
穂
子

采

口
美
由
紀

小
林
　
高
子

針
谷
健
次
不ヽ

下
屋
　
孝
４

瀬
川
　
章
子

エ
ロ
　
信
哉

保
木
　
信
子

益

口
美
貴
子

米
澤
　
智
子

広
報
誌

「み
な
み
ま
ち
協
だ
よ
り
」
で
ユ
一み
な
み
ま
ち
協
だ
よ

り
」
で
は
、
ま
ち
協
主
催
の
行
事
の
様
子
や
今
後
の
予
定
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
が
、
各
町
内
会
の
行
事
な
ど
も
積
極
的
に
そ
の
様

子
を
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

や
ブ
ロ
グ
に
も
併
せ
て
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
行
事
の
実
施
日
の

一
ヶ
月
以
上
前
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
予
定
を

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
ま
す
。
行
事
当
日
に
は
取

材
に
伺
い
ま
す
。
盆
踊
り

。
夕
涼
み
の
会

。
防
災
訓
練
な
ど
日
程

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

尚
、
ョ
ユ
一
み
な
み
ま
ち
協
だ
よ
り
」
の
号
数
を
年
度
別
か
ら

通
番
に
変
更
い
た
し
ま
す
。
令
和
元
年

一
号
を
六
号
、
令
和
元
年

二
号
を
七
号
と
い
た
し
ま
す
。

わ
鮭
骰
Ｌ
が
、
９
年
麓
鰊

鍍
躙
麒
爾
よ
憔
牡
鍾
Ｌ
ゃ
菫
す

広
報
部
員

部

長

神
田
　
彰

（名
田
町
五
）

副
部
長

谷
　
』県
智
子

（西
町
）

飯
山
　
嘉
巳

（緑
ヶ
丘
町

こ

上
林
　
美
智
子

（名
田
町
四
）

北
村
　
洋
子

（昭
栄
町
）

進
藤
　
徹

（昭
和
町

こ

停
谷
　
孝
司

（本
町

こ

船
坂
　
麻
理
子

（花
里
町
六
）

蓑
田
　
祐
三

（天
満
町
五
六
）

山
下
　
恭
廣

（中
岡
本
町
）

山
田
　
智
美

（川
原
町
）

〈五
十
音
順
〉

以
上
、
十

一
名
で
広
報
誌
を
作

っ
て

い
き
ま
す
。
情
報
提
供
な
ど
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
元
号

ズ
「
和
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。
平

成
の
時
と
は
異
な
り
、

お
祝
い
ム
ー
ド
で
明
る
い
改
元
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
十
月
に
は
消

費
税
増
税
も
控
え
て
お
リ
プ
ラ
ス
マ

イ
ナ
ス
ゼ
ロ
と
い
う
感
じ
で
す
。

事
務
局
で
事
務
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
昨
年
よ
り
行
事
な
ど
の

情
報
を
早
く
入
手
で
き
、
行
事
予
定

や
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
に
反
映
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
早
め
に
予
定

を
記
載
し
ま
す
の
で
、
参
加
の
予
定

を
入
れ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

今
号
に
は
募
集
や
お
知
ら
せ
の
記

事
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　

（神
田
）

水イ山ロード(5月・像ケユOur)


